
実務向上研修を受講していない登録政治資金監査人へのアンケート調査について

１ 趣旨

これまでに実務向上研修（平成22年度から25年度まではフォローアップ説明会）を

受講した者は登録政治資金監査人の半数を超え、また受講者からも概ね好評を得てい

るところである。

一方で、これまで一度も実務向上研修を受講したことがない登録政治資金監査人も

約半数弱存在しているところであり、今後、こうした未受講者に対し当該研修の受講

を促すとともに、研修の実施方法等の改善や研修内容の充実を図っていくためには、

当該研修に対する未受講者の意識やニーズを把握する必要がある。

以上を踏まえ、以下のとおり、アンケート調査を実施する。

２ ニーズ把握の手法等

平成28年度の実務向上研修を受講しなかった登録政治資金監査人への研修資料の送

付（毎年末に実施）に併せて、以下のとおりアンケート調査を実施し、未受講者のニ

ーズ等を把握する。

〔アンケート調査実施概要〕

・対 象 者：登録時研修を修了した登録政治資金監査人のうち、平成28年度に開催

された実務向上研修を受講しなかった者（約3,500名の見込み）

・手 法：できるだけ回答してもらえるよう極力問数を減らし、かつ短答式回答

を主体とした無記名のアンケート調査とする（登録政治資金監査人の

経費負担を考慮し、返信はＦＡＸ）

・調査項目：「研修への参加促進」、「研修内容の充実」、「研修の実施方法等の改善」

に係る調査項目を設定

・実施時期：12月上旬に照会し、遅くとも１月下旬頃のとりまとめを予定

３ 今後の委員会スケジュールとフォローアップ研修関係の審議項目案

第３回委員会：実務向上研修未受講者へのアンケート調査の実施

第４回委員会：H29年度の研修実施計画

第５回委員会：H29年度実務向上研修資料（骨子）

H28年度フォローアップ研修参加者のアンケート結果報告

実務向上研修未受講者へのアンケート結果報告

第６回委員会：H29年度実務向上研修資料（全体）
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問４ 問10 問11

研修内容の改
善要望

研修に参加し
ない理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いいえ

【研修への参加意向がない者のニーズ分析】

　　研修に参加しない理由を把握し、その原因を特定するこ
　とで今後の研修の改善に繋げる。
　　特に、過去に研修への参加経験がありながら、参加を希
　望しないと回答した者について、その要因を分析し、改善
　方策の検討に資する。

研修に参加し
なかった理由

【基礎的な動向把握等】

　　監査実務経験者のうち、実務向上研修への参加の有無の割合を算出するほか、研修への参加希
　望の有無を選別する。
    また、年代別・地域ブロック別に分析することで、当該属性に係る傾向を把握する。

実務向上研修を受講していない登録政治資金監査人へのアンケート調査（フロー図）

自由記載

研修内容の改
善要望

研修参加のた
めの条件

研修参加希望
の有無

　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　はい

監査実務経験
の有無

士業団体の研
修時間認定

研修参加経験
の有無(回数)

世代

　  研修参加経験のない者のみ

居住地域（ブ
ロック）

【研修への参加意向がある者のニーズ分析】

　　今後、研修を受講する意思がある者のニー
　ズ等を把握することで、現行の研修の実施方
　法や内容の改善に繋げていく。





○アンケート調査項目案

政治資金監査に係る実務向上研修に関するアンケート

皆様方の政治資金監査に関する専門的知識をフォローアップし、よりよい政治資金監

査を行っていただくため、政治資金適正化委員会では、毎年、全国各地で実務向上研修

（平成25年度まではフォローアップ説明会。以下同じ。）を開催しているところです。

つきましては、今後の参考とさせていただきたいので、大変お手数ですが、以下の質

問にお答えいただき、平成29年１月○日（○）までにＦＡＸ（03-5253-5584）でご返信

いただきますよう何卒よろしくお願い申し上げます。

※ 以下の設問のうち、当てはまるものに「○」を付けてください。

【選別】

問１：これまでに政治資金監査を行ったことがありますか。

① はい ② いいえ

【参加促進】

問２：実務向上研修は、日本公認会計士協会及び各税理士会の研修制度において研修

受講時間に算入される取扱いとなっていますが、このことをご存じですか。

① はい ② いいえ

【選別】

問３：実務向上研修に、これまで何回参加されましたか。

① ０回 ② １回 ③２回以上

→ 問３で①（０回）を選択された方のみ問４を回答してから問５にお進みください。

②（１回）又は③（２回以上）を選択された方は問５にお進みください。
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【参加促進】

（問３で①（０回）を選択された方のみお答えください。）

問４：これまで実務向上研修に参加されなかった理由のうち、当てはまるものを選択

してください（複数回答可）。

① 研修があることを知らなかったから

② 研修申込みの締切期限が早いので、前もって予定を立てられないから

③ 申込み手続が面倒だから

④ 夜間や休日に研修が開催されないから

⑤ 自宅・事務所から遠い場所で研修が開催されるから

⑥ 研修に参加しなくても政治資金監査を行えるから

⑦ 実際の政治資金監査に役立つ研修内容ではなさそうだから

⑧ 毎年末に研修資料が送付されてくるので、自分で学習できるから

⑨ 政治資金監査を行っていなかったから

⑩ その他（ ）

【選別】

問５：該当する世代をお答えください。

① ２０代 ② ３０代 ③４０代 ④５０代 ⑤６０代

⑥ ７０代 ⑦ ８０代以上

【選別】

問６：現在お住まいの地域（ブロック）をお答えください。

① 北海道 ② 東北 ③ 関東（山梨県を含む） ④ 北陸信越

⑤ 東海（愛知県、岐阜県、三重県及び静岡県） ⑥ 近畿

⑦ 中国 ⑧ 四国 ⑨ 九州（沖縄県を含む）

【参加促進】

問７：今後、実務向上研修に参加したいと思われますか。

① はい ② いいえ

※ これまでに実務向上研修に参加された登録政治資金監査人の方へのアンケート

調査では、「とても参考になった」「多少参考になった」と回答された方が参加者

全体の98％を占めました。また、「今後も参加したい」と回答された方も98％とな

っています。
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→ 問７で「はい」と回答された方は、問８にお進みください。

「いいえ」と回答された方は、問10にお進みください。

【参加促進】【実施方法の改善】

（問７で「はい」と回答された方のみお答えください。）

問８：実務向上研修に参加される場合に、どのような点を重要視されますか。以下の

うちから、当てはまるものを選択してください（複数回答可）。

① 研修の開催場所が自宅や事務所と同一都道府県内であること

② 夜間や休日に研修が開催されること

③ 士業団体が開催する研修と同日、かつ同じ場所で開催されること

④ 実際の政治資金監査に役立つ研修内容であること

⑤ 研修概要や資料が事前に送付されること

⑥ 申込み手続が簡便であること

⑦ 特にない（現状のままでよい）

⑧ その他（ ）

【研修内容の充実】

（問７で「はい」と回答された方のみお答えください。）

問９：実務向上研修に求める研修内容のうち、当てはまるものを選択してください（複

数回答可）。

① 実際の政治資金監査で取り扱うような具体的な事例とその解説

② 実務に役立つ演習問題

③ 政治資金規正法等の解説

④ 会計帳簿や収支報告書の記載方法

⑤ 政治資金監査実務経験のある登録政治資金監査人との情報交換

⑥ その他（ ）

→ 問12にお進みください。
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【参加促進】【実施方法の改善】

（問７で「いいえ」と回答された方のみお答えください。）

問10：実務向上研修に参加しようと思われない理由は何ですか。以下のうちから、当

てはまるものを選択してください（複数回答可）。

① 研修申込みの締切期限が早いので、前もって予定を立てられないから

② 申込み手続が面倒だから

③ 夜間や休日に研修が開催されないから

④ 自宅・事務所から遠い場所で研修が開催されるから

⑤ 研修に参加しなくても政治資金監査を行えるから

⑥ 実際の政治資金監査に役立つ研修内容ではなさそうだから

⑦ 毎年末に研修資料が送付されてくるので、自分で学習できるから

⑧ 政治資金監査を行う予定がないから

⑨ その他（ ）

【研修内容の充実】

（問10で④を選択された方のみお答えください。）

問11：どのような研修内容が望ましいと考えますか。以下のうちから、当てはまるも

のを選択してください（複数回答可）。

① 実際の政治資金監査で取り扱うような具体的な事例とその解説

② 実務に役立つ演習問題

③ 政治資金規正法等の解説

④ 会計帳簿や収支報告書の記載方法

⑤ 政治資金監査実務経験のある登録政治資金監査人との情報交換

⑥ その他（ ）

→ 問12にお進みください。

問12：実務向上研修全般について、ご意見がありましたら、ご自由にお書きください。

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

ＦＡＸ送信先：０３－５２５３－５５８４（総務省政治資金適正化委員会事務局）
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